
協働取組による環境教育の推進
大阪府 環境農林水産部 脱炭素・エネルギー政策課

令和7年度 地方公共団体環境教育担当者会議



府では、環境教育等による環境保全の取組の推進に関する法律に基づく行動計画

「大阪府環境教育等行動計画」を策定し、さまざまな取組を実施。（2024年３月に改定）

大阪府環境教育等行動計画

行動計画の目標

環境課題と社会・経済課題の関連を理解し、

環境課題の解決に向けて自ら進んで参加・行動する府民を増やす 

他の主体と相互に連携・協働して環境保全活動の輪を広げ、

環境のもたらす恵みを次世代に引き継ぐことができる府民や団体を増やす 



大阪府環境教育等行動計画



様々な話題の切り口から環境のトピックにつなげる対話イベント

ゼロガーボン・ダイアローグ

あらゆる分野・世代の方々の脱炭素行動のきっかけとなるよう、異分野・多世代間の「対話」を通じて、

脱炭素社会の実現に向けた新しい発想と共感を広げる企画「ゼロカーボン・ダイアローグ（対話）」を

令和３年度から実施。

音楽
×

調和
×

アクション

循環
×

つなぐ
×

アクション

化学
×

混ぜる
×

アクション

地産地消
×

グルメ
×

アクション

ファッション
×

デザイン
×

アクション

アート
×

社会
×

アクション

【参考：大阪府ホームページ】
https://www.pref.osaka.lg.jp/o120020/chikyukankyo/room/zerocabontoppage.html

YouTubeにて
対話の様子を公開中！

https://www.pref.osaka.lg.jp/o120020/chikyukankyo/room/zerocabontoppage.html


ゼロガーボン・ダイアローグ／探究学習に取り組む高校生と企業との連携事例

令和６年度 「循環×つなぐ×アクション ～めぐる紙、共創で生まれる新たなアイデア～」 対話者

府立四條畷高等学校
探究ラボの生徒の皆さん

府立高津高等学校
科学部の生徒の皆さん

大阪府立四條畷高等学校 探究ラボ
山陽製紙株式会社

• 2017年に発足した、探究に特化した課外活動。
• 班ごとに研究テーマをもち、通年単位で研究・発
表を実施。

• 探究活動を通して、 「未来を担う科学者・技術
者」になることをめざす。

• 地域への成果普及や、大学・企業との連携強化
を図る。

大阪府立高津高等学校 科学部

• 高津高校では、科学技術リーダー育成に取り組
んでおり、科学系部活動も盛ん。海外・国内他校
との共同研究や、大学等との連携も行っている。

• 科学部では、複数の班にわかれて自分の好きな
分野を研究。

• 現在は、環境DNA班、ロボット班、プラスチック
班、オゾン班が活動中。

• 不用コピー用紙を回収・再生し、その再生紙をオリジナル
プロダクトへとアップサイクルする会員制サービス
「PELP!（ペルプ）」を提供。

• 紙のトレーサビリティシステム（カミトレ）を独自開発。回収
した紙の総量や再生状況の把握の他、 CO2排出削減量
などを確認することができる。

• 令和5年度 おおさか環境賞 大賞受賞

キンコーズ・ジャパン株式会社

• コピーサービスをはじめとし、無駄を省き、必要なものを
必要なときに提供する「オンデマンドソリューションサービ
ス」を展開。

• 約2年前から、山陽製紙株式会社との協業にて、紙の資源
循環サービスを提供。



 事業者の環境に対する取組を高校生に学んでもらい、若い世代の環境意識を高める

 若い世代の柔軟なアイデアを、今後の事業活動に活かす

 各々の探究に取り組む中で、共創の可能性や意義を見つける

 検討したアイデアを事業者に講評してもらう（実践）

高校生

ゼロガーボン・ダイアローグ／探究学習に取り組む高校生と事業者との連携事例

対話を通じてめざしたもの

事業者



ゼロガーボン・ダイアローグ／探究学習に取り組む高校生と企業との連携事例

今後の課題

 高校生が取り組む幅広い分野・テーマ且つ継続的・実践的な探究の推進には、

高度な知識・技術を有する、さまざまな事業者と連携していく必要がある



 高校では、令和４年度から「総合的な探究の時間」等の機会を利用して、環境分野を含む探究活動の充実を図る

こととしているが、学校現場では事業者とのネットワークを有していないことに課題を感じている。

 一方、事業者における環境教育については、事業活動を通じて開発された技術、育成された人材等の資源を

生かし、多様な主体と連携した環境保全活動や、独自の専門的・魅力的な取組を展開することが求められている

が、連携先として高校とのネットワークがないことが課題となっている。

高校生の環境活動推進事業

各高校の「総合的な探究の時間」等において、探究活動の充実
が図られており、多岐にわたるテーマで研究等の取組が実施
されている。

環境分野での
探究テーマ一例

【課題】
• 継続的かつ実践的な探究には、高度な

知識や専門的なアドバイスが必要。
• 事業者と連携したいがネットワークがな

く、アプローチのきっかけがつかめない。

• 各事業者が環境施策やCSRの取組を推進。
• 事業者が実施する出前講座等は小・中学
生を対象としたコンテンツがほとんど。

ネットワークなし
× 【課題】

• CSRや地域貢献の取組をさらに推進した
いが、学校とのネットワークがない。

• 若者世代との
 意見交換の機会がない。

高校

自然科学  ： 野菜de建築素材
社会科学  ： 分別してもらえるゴミ箱
物理     ： サボニウス型風車の発電量向上  
科学     ： ミルクプラスチックの硬度向上

事業者



高校生の環境活動推進事業／高校生と一緒に環境学習を進める事業者カタログ

高校との連携が見込まれる事業者を対象に、事業者の提供可能な環境学習コンテンツを調査し、

コンテンツをリスト化したデジタルカタログを作成



高校生の環境活動推進事業／高校生と一緒に環境学習を進める事業者カタログ

高校生や教員が事
業者へアプローチ
しやすいよう、顔
の見える親しみを
込めたメッセージ

事業者が取り組む最新の
環境取組の紹介

気候変動 資源循環生物多様性

掲載事業者へは、
高校から自由に連
絡が可能！

事業者が高校生向けに提
供可能な多様な環境学習
コンテンツ

企画提案 研究協力 出前講座

広報体験 工場見学

事前に費用負担の
有無がわかるよう、
明記！



 協働取組による実践的な探究学習、環境活動の推進

 環境をテーマとした学習機会の拡充による、高校生の環境意識の向上

高校生の環境活動推進事業／高校生と一緒に環境学習を進める事業者カタログ

高校 事業者

カタログの活用による
自由なアプローチ

カタログの活用を通じてめざすもの



【問合せ先】
大阪府 環境農林水産部
脱炭素・エネルギー政策課 府民共創グループ
電話 ：06-6210-9288
Mail ：eneseisaku-02@gbox.pref.osaka.lg.jp

令和7年度 地方公共団体環境教育担当者会議



まつやまRe・再来館（りっくる）と
松山市における環境教育施策について

松山市 環境部 環境・ゼロカーボンシティ推進課







焼却灰を再生利用した「スラグ」をレンガや埋め戻しに使用
雨水はトイレや散水に使用

浸水性舗装

建物は県内産木材を使用



フライブルク市にある「エコステーション」館長にご指導いただきながら作った「りっくるハーブ園」。
ハーブは講座で使用したり、市民に配布したりしています。



リユース家具販売コーナー。粗大ごみの中からまだ使えるものを修理して販売。

リユース家具販売



障がい者作業所の品と古着の販売（店番も作業所の方が実施）古着・着物は数百円～

ハートフルプラザろはす
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自習室

休憩室

足踏みミシン貸出





エコリーダー派遣（学校や公民館へ講師を派遣）
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ー
！
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令和７年度実施報告
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クリーンセンター説明

クリーンセンター中央監視見学

ネイチャーゲーム

自動車リサイクル工場屋上
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市

協定締結

高校生の
意見交換

市長ほかりっくる来館

松山市の小学生とフライブルク市エコステーションとの交流





募集

結果



松山大学落語研究部 エコ漫才
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